
子ども・子育て支援新制度では、保育所（園）、認定こども園や幼稚園を利用する際に

認定を受けていただく必要があります。認定には、子どもの年齢や保育の必要性に応じ

て、１号認定から３号認定まで３つの区分があります。

認定区分によって利用できる施設や時間が変わりますので、ご確認ください。

【 保護者の就労を例にした場合 】

１号認定 教育標準時間 ・・・ ４時間以上（昼すぎ頃まで）

２号・３号認定 保育標準時間 ・・・ 保育が必要な範囲内で、最大１１時間まで利用可能

２号・３号認定 保育 短 時間 ･･･ 保育が必要な範囲内で、最大８時間まで利用可能

※ 開園時間などの設定は各施設で異なりますので、ご確認ください。

※ 保育標準時間認定となる場合でも短時間を希望できます。逆は希望できません。

☆ 保護者のどちらかの保育必要量が短時間に該当する場合は、保育短時間での認定となります。

保育を必要とする事由

その他の事由については、ご相談ください。

保育時間

保育標準時間 保育短時間

□ 保護者が就労(月４８時間以上)している。 月120時間以上の就労 月 120時間未満の就労

□ 母親が出産の前後（産前産後各８週間）である。 ○ ※

□ 保護者が、病気やけが、心身に障がいがある。 ○ ※

□ 保護者が災害等の復旧にあたっている。 ○ ※

□ 保護者が親族の介護・看護等をしている。 介護等の時間に応じて要相談 ○

□ 保護者が就学（全日制）している。 学校、職業訓練の時間に応じて

□ 保護者が求職活動中である(最大９０日)。 × ○

■(継続利用のみ)育児休業取得以前から既に保育を

利用している児童がいる場合
× ○

４８時間以上

３～５歳０～２歳
こどもの年齢は？(４月１日時点）

３号認定

保育所(園)

認定こども園 （朝～夕）

を利用できます

１号認定

認定こども園（朝～昼すぎ）

幼稚園※1

を利用できます

（長期休業あり）

２号認定

保育所(園)

認定こども園 （朝～夕）

を利用できます

一時預かり(一般型)事業の

利用や園庭解放などの利用

ができます。

利用の際は、直接各施設へ

お問い合わせください。

☆ 利用できる時間

両親のどちらかが

働いている

４８時間以上

両親とも働いている

または ひとり親家庭

働き方は？

４８時間未満

1か月の就労時間

両親のどちらかが

働いている

両親とも働いている

または ひとり親家庭

４８時間未満

1か月の就労時間

☆ 保育を必要とする事由と必要量

働き方は？

吉野川市 保育係 R7.3作成

※1 吉野川市内に幼稚園は

ありませんので、幼稚園

を希望する場合は市外の

園になります。

保育の認定の流れ


